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1.1.1.1.    はじめにはじめにはじめにはじめに    
 本文書は本プログラムの利用に関する注意点と、プログラムの操作方法をまとめてあります。

本プログラムをご利用の際は、本文書の内容を確認してください。 

 
 
2. 本プログラム使用上の注意本プログラム使用上の注意本プログラム使用上の注意本プログラム使用上の注意 
 
 本プログラムは、「フリーソフトウエア」として広く活用していただくことを目的としておりま

すが、著作権は土木研究所が保有しています。 プログラムのダウンロードに際しては、以下の使

用条件に同意したものとみなします。 

 

1.）商業利用をしないこと。  

2.）プログラムの第三者への再配布はしないこと。 

3.）プログラムの移植、改良、追加等の改変を加えての利用結果を公表する場合は、変更が加え

られていることを明示すること。 

4.）本プログラムおよびデータの使用によって生じる、 直接・間接を含むいかなる損害に対して

も、土木研究所は一切責任を負わないことに同意すること。  

5.）上記使用条件を満たす本プログラムの使用に際して、著作権者への許諾は不要です。  

 

 本配布ソフトウエアに係るバグを発見された場合や、雑誌・商品などに添付しての再配布を希

望する場合は、下記までご連絡下さい。 

 

独立行政法人土木研究所 水工研究グループ(水理水文) 

〒305-8516 茨城県つくば市南原 1番地 6 

eeee----mail mail mail mail : : : : suimon@pwri.go.jp  

 
 
 
 

mailto:suimon@pwri.go.jp
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3. 本プログラムの概要本プログラムの概要本プログラムの概要本プログラムの概要 

 2001 年 9 月から試験公開中のアメダス降雨確率解析プログラムの最新版です。 

 本プログラムは、全国のアメダス観測点のうち 748 地点における、「確率降雨量」を計算するも

のです。 

 

・ 例えば、豪雨発生時に「降雨継続時間」と 「降雨強度」を入力することにより、 「リター

ンピリオド(平均再現年)」が出力されます。 

・ 同様に、「リターンピリオド」「降雨強度」を指定することにより「降雨継続時間」を、 「リ

ターンピリオド」および「降雨強度」を指定することにより 「降雨継続時間」を計算するこ

ともできます。  

・ 確率降雨強度式は、フェア式を使用しています。フェア式のパラメータ同定は、過去のアメ

ダスデータをもとに Gev(一般化極値分布)により求められた確率降雨量を利用して行ってい

ます。 

・ パラメータ同定には、降雨継続時間 t=1，2，3，6，12，24，48，72 時間の確率降雨量を用い

ています。従って、72 時間を超える降雨継続時間は外挿となり、大きな誤差を伴う場合があ

ります。 

・ 本解析に使用したアメダス観測データは、1976 年～2000 年までのデータです。 

・ 観測年数不足などにより、計算不可能なアメダス観測点もあります。 

・ 今回公開する Excel マクロプログラムには、既に計算された各地点のフェア式パラメータが

収録されており、 使用者は、「リターンピリオド」「降雨継続時間」「降雨強度」のうち、知

りたい１項目を除いた 2項目の数値を入力することにより、 求める１項目の値を計算するこ

とができます。 

 

 今回、基本となる降雨データ、確率降雨量値の計算から見直し、改めて確率降雨強度式（フェ

ア式）パラメータの算出を行ないました。 

 

4. フェア式についてフェア式についてフェア式についてフェア式について 
 当フェア式とそのパラメータについて説明します。 

    

    フェア式フェア式フェア式フェア式    

 
 

 
 

る）（各地点によって異な：フェア式パラメータ

時間ｔ：降雨継続時間　　

年　：リターンピリオド　

降雨強度　　：Ｔ年ｔ継続時間確率

n,m,b,a
][
][T

]hr/mm[rTt
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5. 本プ本プ本プ本プログラムを利用した確率降雨解析についての注意点ログラムを利用した確率降雨解析についての注意点ログラムを利用した確率降雨解析についての注意点ログラムを利用した確率降雨解析についての注意点 
 
 当解析の前提条件、適用範囲及び想定される誤差について説明します。 

当解析結果のご利用にあたっては、解析上の以下の前提条件やこれらに伴う誤差を考慮の上、ご

使用ください。 

 

・ 当フェア式は、1976 年から 2000 年のほぼ 25年間のアメダス資料の中で、20 年分以上の毎年

最大値が得られるアメダス観測観測点を対象としています。この期間は、水文統計解析に最

低限の期間です。新しいデータが加わると、異なる結果が得られます。 

 

・ 当式は、この期間内に大雨があったかの偶然性の影響を強く受けますので、実態とは異なる

場合があります。 

 

・ １時間未満あるいは 72時間を超える降雨継続時間の利用は外挿予測となり、大きな誤差を伴

う場合があります。 

 

・ 本来、フェア式は下水道計画における尖頭流量の推定のための式で、分を時間単位にとり、

５～６時間程度の適用を前提としています。今回のフェア式の適用結果は、相関係数から概

ね良好と判断していますが、７２時間にもわたる時間降雨強度にフェア式を適用することが

一般的とは限りません。 

 

・ 同定パラメータは、同定手法の影響を受けます。今回は、確率降雨量の算定に一般化極値分

布(Gev 分布：Generalized Extreme Value 分布)を用いましたが、他の確率分布形を用いた場

合、異なる結果が得られる可能性があります。 

 

・ 当式は、気象庁アメダス観測地点での降雨特性のみを表します。他の地点の降雨特性あるい

は面積雨量の降雨特性を表すものではありません。観測所名が同一でも異なる観測所の場合

がありますので、ご注意ください。 
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6. 本プログラムの操作方法本プログラムの操作方法本プログラムの操作方法本プログラムの操作方法 
 

6.1. 確率降雨強度を計算する確率降雨強度を計算する確率降雨強度を計算する確率降雨強度を計算する 
 リターンピリオドと降雨継続時間から確率降雨強度を求めます。 

    

必要な情報必要な情報必要な情報必要な情報    

・リターンピリオド [年］ 

・降雨継続時間 [時間] 

 

確率降雨量計算の例確率降雨量計算の例確率降雨量計算の例確率降雨量計算の例    

ここでは、東京都 世田谷地点の 100 年 12 時間確率降雨強度を求めてみます。 

・リターンピリオド 100[年] 

・降雨継続時間 12[時間] 

 

確率降雨強度は 1時間あたりの降雨量を表しており確率降雨量は以下の式で求められます。 

確率降雨量確率降雨量確率降雨量確率降雨量[mm][mm][mm][mm]    ＝＝＝＝    確率降雨強度確率降雨強度確率降雨強度確率降雨強度[mm/hr][mm/hr][mm/hr][mm/hr]    ××××    降雨継続時間降雨継続時間降雨継続時間降雨継続時間[[[[時間時間時間時間]]]] 

 

手順手順手順手順    

（１） fair_Ver1.xls ファイルを開きます。マクロを有効にするかどうか聞かれる場合がありま

すが、有効にするを選んでください。ファイルを開いたら”確率降雨解析”シートを選択

してください。 

 

（２） 東京都 世田谷地点を選択します。地点選択リストで”関東”→”東京”→”世田谷”の

順にクリックし地点を選択します。 
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（３） 中段の表の観測地点名が”世田谷”となり、フェア式パラメータ（a,b,m,n）の値が 

   表示されているのを確認します。（フェア式パラメータが計算されていない地点では 

   その理由が表示されます。） 

アメダス地点名：アメダス地点名：アメダス地点名：アメダス地点名： 世田谷世田谷世田谷世田谷                          
パラメータパラメータパラメータパラメータ                

a b m n r 
2.25 87.66616 0.1970618 0.8464776 0.9967546

 

（４） リターンピリオドと降雨継続時間を入力すると降雨強度が自動的に計算されます。 

  なお、計算される値は降雨強度ですので、世田谷地点の 100 年 12 時間確率降雨量は、 

  22.92 × 12 ≒ 275.04[mm]となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２２２２ ....リターンピリターンピリターンピリターンピ

リオドを入力リオドを入力リオドを入力リオドを入力    

確率降雨強度が確率降雨強度が確率降雨強度が確率降雨強度が

求められます。求められます。求められます。求められます。  
１１１１. . . . 降雨継続時降雨継続時降雨継続時降雨継続時

間を入力間を入力間を入力間を入力    
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6.2. リターンピリオド（平均再現年）を計算するリターンピリオド（平均再現年）を計算するリターンピリオド（平均再現年）を計算するリターンピリオド（平均再現年）を計算する 
 

降雨強度と降雨継続時間からリターンピリオドを求めます。 

必要な情報必要な情報必要な情報必要な情報    

・降雨強度 [mm/hr］ 

・降雨継続時間 [時間] 

 

確率降雨量計算の例確率降雨量計算の例確率降雨量計算の例確率降雨量計算の例    

ここでは、東京都 世田谷地点の 2 時間に 200mm の降雨があった時、この降雨のリターンピリオ

ドを計算します。 

・降雨強度 [mm/hr］200[mm]/2[時間] = 200/2 =100[mm/hr] 

・降雨継続時間 2[時間] 

 

手順手順手順手順    

（１） fair_Ver1.xls を立ち上げ、地点を選択するまでの操作は ４．確率降雨強度を計算する

と同様です。 

 

（２）降雨強度と降雨継続時間をそれぞれ入力すると、リターンピリオドが自動的に計算  

   されます。 

  ここで、事前に降雨強度を計算しておき、その値を入力しても良いですが、セルに直 

  接”=200/2”と入力すれば、降雨強度が自動的に計算されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１１１. . . . 降雨強度を降雨強度を降雨強度を降雨強度を    
        入力入力入力入力    

2. 2. 2. 2. 降雨継続時間降雨継続時間降雨継続時間降雨継続時間    
    を入力を入力を入力を入力    

リターンピリオリターンピリオリターンピリオリターンピリオ

ドが求められまドが求められまドが求められまドが求められま

す。す。す。す。    
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6.3. 降雨継続時間を計算する降雨継続時間を計算する降雨継続時間を計算する降雨継続時間を計算する 
 

降雨強度とリターンピリオドから降雨継続時間を求めます。 

必要な情報必要な情報必要な情報必要な情報    

・降雨強度 [mm/hr］ 

・リターンピリオド [年] 

 

確率降雨量計算の例確率降雨量計算の例確率降雨量計算の例確率降雨量計算の例    

ここでは、東京都 世田谷地点においてリターンピリオド 200 年、50[mm/hr]の降雨強度となる降

雨の降雨継続時間を計算します。 

・降雨強度 50[mm/hr] 

・リターンピリオド 200[年] 

 

手順手順手順手順    

（２） fair_Ver1.xls を立ち上げ、地点を選択するまでの操作は ４．確率降雨強度を計算する

と同様です。 

 

（２）降雨強度とリターンピリオドをそれぞれ入力します。 

   降雨強度の単位は[mm/hr]であることに注意してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２２２２. . . . リターンピリターンピリターンピリターンピ

リオドを入力リオドを入力リオドを入力リオドを入力    

１１１１. . . . 降雨強度を降雨強度を降雨強度を降雨強度を    
入力入力入力入力    

降雨継続時間が求降雨継続時間が求降雨継続時間が求降雨継続時間が求

められます。められます。められます。められます。    
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7. 地点情報の確認地点情報の確認地点情報の確認地点情報の確認 
 

 fair_Ver1.xls の中の”全国”シートには観測地点名やフェア式パラメータとともに、アメダ

ス観測点の緯度経度が記されています。位置の確認には、これを参考にしてください。 

 

 
 

 

 なお解析に用いられたアメダスデータは 1976 年から 2000 年のものであり、位置情報もその期

間の情報となります。現在の観測点位置とは異なる可能性がありますので注意してください。 
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